
地盤改良厚の検討
改良厚 4.50 ｍ

表－１　土質定数の入力

粘着力 内部摩擦角

γ1 20.0 11.0 0 25
γ2 16.8 7.8 －－－ －－－

表－２　基礎データ入力及地盤反力
基礎形状 基礎１ ※基礎形状が「基礎１」
基礎幅（L) 1.00 　の場合、基礎幅＝1.0
基礎奥行(B) 5.00 表－３　基礎形状係数
根入れ深さＤf 0.50
根入れ効果 考慮 ※INPUT"無視or考慮”

根入れ深さＤf' 5.00 1.0 1.3
地下水位(Hw) 0.00 1.0 0.6
ｔanθ 0.00

偏心距離(e) 0.80
地盤反力 252.50

改良地盤下
面地盤反力

134.97

Ｓc＝ (C*)λ 有効載荷幅
補正分散
幅(m)

＝ 1.00 Ｂe＝ Ｂ－2ｅ B2 B B1

Ｓq＝ (q*)υ ＝ 3.4 8.60 1.00 5.00 2.60
＝ 0.93 根入れ効果の割増し係数

Ｓr＝ (B*)μ ｋ＝ 1＋0.3Df'／Be
＝ 0.67 ＝ 1.44

Ｎc＝ 20.0 α＝ 1.00
Ｎq＝ 10.5
Ｎr＝ 6.6 β＝ 1.00

※　　Ｑu： 荷重の偏心傾斜、支持力係数の寸法効果を考慮した地盤の極限支持力(ＫＮ)

Ｃ： 地盤の粘着力（ＫＮ／㎡）
ｑ： 上載荷重（ＫＮ／㎡）で、ｑ＝γ2Ｄf

ただし、一般的には上載荷重による根入れ効果は安全サイドとして無視する。
Ａe： 有効載荷面積（㎡) Ａe＝ 8.596 ㎡

γ1、γ2： 支持地盤及び根入れ地盤の単位重量（ＫＮ／ｍ3）

γ1＝ 11 ＫＮ／ｍ3

γ2＝ 7.8 ＫＮ／ｍ3

ただし、地下水位以下では水中単位重量を用いる。
Ｂe： 荷重の偏心を考慮した基礎の有効載荷幅（ｍ）

Ｂ： 基礎幅（ｍ）
ｅB： 荷重の偏心量（ｍ）

Ｄf： 基礎の有効根入れ深さ（ｍ） ｑ＝ 39.00 ＫＮ／ｍ2

α、β： 基礎の形状係数
ｋ： 根入れ効果に対する割増し係数

ＮcＮqＮr： 荷重の傾斜を考慮した支持力係数
ＳcＳqＳr： 支持力係数の寸法効果に関する補正係数

Ｑa： 許容支持力
Fsa： 許容安全率　Fsa＝3.0

表－４　地盤支持力と地盤反力のチェック

湿潤重量 水中重量

基礎１ 基礎２ 基礎３

せん断定数

基礎底面形状

形状係数

α
β

基礎形状　※

1.0＋0.3Be／De
1.0－0.4Be／De

帯状 正方形､円形長方形、楕円形､小判形

支持力度
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Ｑa＝
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2,173
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ｔanθ 0
内部摩擦角 25

Ｎc＝ 20.0

ｔanθ 0
内部摩擦角 25

Ｎq＝ 10.5

ｔanθ 0
内部摩擦角 25

Ｎr＝ 6.6
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